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1 は じ め に

露地野菜の有機栽培等において,雑草対策としては,ポ
リマルチの使用は可能であるが,使用後は産業廃棄物とし

ての処分が必要である。環境保全に関する最近の情勢では

産業廃棄物の減少も重要視されている。

このため,使用後は耕転と同時鋤き込みが可能な再生紙
マルチの特性を明らかにし,野菜の有機栽培等の安定生産

のための資料とする。

2試 験 方 法

(D 供試再生紙マルチ

1)普通型 :0(社製)1,H(社 製),S(社製)
2)保温型 :0(社製)2
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①1996年 4月 28日 (晴れ、地下約10cI)

2)対照マルチ資材
ポリマルチ (グ リーンマルチ及び透明マルチ)

(3 区制及び面積 :1区制,1区 15ピ
に)供試作目・作型及び栽培管理
1)キ ャベツ夏どり栽培(1996年 )
a 品種 :秋徳
b は種,定植時期 :3月 18日 は種,4月 25日定植
c収穫時期 :7月 15日
e栽植密度 :畦間150m,株間35cm,2条千鳥植え
f施肥 :ばかし肥料63 0kg/a(窒素成分3に/お
2)プ ロッコリー秋冬どり栽培 (1998年 )
a は種,定植月日 :7月 28日 は種,8月 25日定植
b 収穫時期 110月 23日～12月 1日
c 栽植密度 :a■間150m,株間45col,2条千鳥植え

②1998年 8月 25日 (晴れ、地下約 2 co)

図 1 マルチ資材の種類による地温の変化

d 施肥 :ばかし肥料 68 1kg/aC雷護鯵榔 4kg/an

3 試験結果及び考察

マルチ資材の種類による地温の変化 (図 1,2)は 再
生紙マルチの普通型を使用した場合は,キ ャベッ夏どり栽

培 (4月 28日 ,地下約10cm)及 びプロッコリー秋冬どり栽

培 (8月 25日 ,地下約 2 cl)に おいて,グ リーンマルチ及

び無マルチ区に比べ全般に低く推移した。保温型を使用し

た場合の地温は,グ リーンマルチや透明マルチ区に比べる

と低く推移したが,無マルチ区に比べ同等からやや低かっ

た。

表 1 キャベッ夏どり栽培における生育,収量
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無 マ ル チ  6月 5日   1.530   1105

1.580

注 1)1996年 4月 25日定確: 7月 15日収毯 供試品種 :

秋徳

調査株数 :10株

結球開始期は約半数の株の結球部の大きさがゴ
ルフボール大となった時期。
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表2 プロッコリー秋冬どり栽培における生育,収量

供試マルチ  草丈*lml  曇
書除
嘉  更露児テ

表4 鋤き込み後のTC量調査 (1996年 )

♀|よ二tr 懸二修:+  5なヒ  無 施 用
紙  01
紙  02

10/12
14

20

23

12

555
499

356
302
93
101
283

158 160         1 56         145

グリーンマツレチ   354
透 明 マ ル チ  329
無 マ ル チ  433
注 1)調査株数20株
2)率 は定植35日後調査
3)1998年 8月 25日定植,10月 23日～12月 1日収穫

表3 雑草発生量調査

残草量 (乾物重 g/r)
14
t

417
89
465

注 1995年 9月 4日定植
H月 21日収穫

作物の生育,メ量への影響はキャペツ夏どり栽培 俵 1)

では,再生紙マルチ区の生育は定植後の地温がグリーンマ

ルチ区に比べ低いことが影響し,結球開始期は2～ 6日遅

れた。特に,普通型を使用した場合に遅れた。その後気温

の上昇とともにその差は縮まった。このため,全重や調整

重への影響は普通型の再生紙マルチを使用した場合は,グ
リーンマルチ区よりやや劣る程度であり,ま た保温型では

収量への影響は少ないものと推察された (表 1)。

プロッコリー秋冬どり栽培では,日中の気温が高い8月

25日 に定植を行った結果,再生紙マルチを使用した区は全

般に初期の生育が,ボ リマルチ区に比べ優った。この影響

は収穫期間までみられ,商品収量も同様に再生紙マルチを

使用した区の方が優った。再生紙マルチを使用した場合 ,

地温が上がりにくいため定植直後の高温障害が少なく,さ

らに気温が徐々に低下する時期でもあり,生育の遅れがそ

のまま収量に影響したと考えられた。なお,定植直後にポ

リマルチを使用した場合は,葉焼け防止のため植え穴に L

寄せ作業を行ったが,再生紙マルチ区はこの作業は行わな

かった。

以上より,秋冬どりの作型において,作期が早い場合は

注 *:各々のマルチとばかし肥料42g(N成 分2 9kg
/a相当量)混合後のTC量
**:ばかし肥■142g(N成分2 9kg/a相 当量)混
合後のTC量

再生紙マルチは適すると考えられる。ただし,この作型で

遅い作期の場合は,一般的に除草の労力は軽く,さ らに地

温が上がりにくい再生紙マルチは生育の遅れが予想され ,

使用をさけた方が適当と推察される (表 2)。

収穫後におけるマルチ下の雑草発生量は,再生紙マルチ

区はグリーンマルチ区に比べやや劣ったが,透明マルチ区

に比べ明らかに少なく,雑草発生抑制効果は十分であると

考えられた (表 3)。 なお,1998年にサトイモ栽培におい

て株元から発生している雑草量を調査した結果においても

同様であった。

鋤き込み後の炭素量は,紙マルチを鍬き込んだ場合でも

ばかし肥料を混合した場合と差はなく,土壌に対する影響

は少ないと考えられた (表 4)。 また,鋤 き込み後の形状
を調査した結果,Hマ ルチは約2カ 月後に,やや薄めのO
lマ ルチは約 1カ 月後に形状が確認できなかった。

その他に再生紙マルチは,マルチを押さえるための土寄

せ部分から破れ易く,特に,降雨の多い場合や高畦にした

場合に破れが早かった。強風時にはこの破れた部分が原因

で飛ばされることもあり,随時土寄せにより手直し作業が

必要であった。また,物理的な衝撃に弱いので,マ ルチ作

業時に注意が必要である。なお,ポ リマルチに比べると重

量は重い。

4 ま  と  め

再生紙マルチの特性は,①ポリマルチに比べると地温が

低い,②雑草発生抑制効果はグリーンマルチと同等,透明
マルチより高い,③鋤き込み後 1～ 2カ 月で形状が確認で

きなくなる,④鋤き込み後の炭素の付加は少ない,⑤水や

物理的衝撃に弱いので作業性はやや劣る等の点が明らかに

なった。
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